
彩 北 た よ り 

 

 

    

「第
41
回
平
野
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
お
知
ら

せ 

と 
 

き 

10
月
４
日
（
日
） 

 

場 
 

所 

松
山
第
二
小
学
校 

 

開 

会 

式 

午
前
10
時 

閉 

会 

式 

正
午
予
定 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
９
月
号
参
照 

 

※
今
年
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

★
10
月
ウ
ォ
ー
ク 

〇
森
林
公
園
（
秋
の
花
）
コ
ー
ス
（
約
10
㎞
） 

 

と 
 

き 

10
月
８
日
（
木
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～ 

森
林
公
園
南
口
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

★
11
月
ウ
ォ
ー
ク 

 

〇
秋
葉
神
社
・
宗
悟
寺
コ
ー
ス
（
約
７
㎞
） 

 

と 
 

き 

11
月
12
日
（
木
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
ぼ
た
ん
園
～ 

葉
神
社
～
宗
悟
寺
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

   

 

花
い
っ
ぱ
い
活
動
に
つ
い
て 

〇
ハ
ー
フ
苗
の
配
付
に
つ
い
て 

10
月
21
日
（
水
）
に
秋
の
ハ
ー
フ
苗
を
各
自
治
会
に
配

付
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
は
、
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ク
リ
サ
ン
セ

マ
ム
、
ビ
オ
ラ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
で
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
各
自
治
会
の
花
壇
に
定
植
さ
れ
ま

す
。
日
ご
ろ
よ
り
花
壇
の
整
備
、
除
草
、
水
や
り
な
ど
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
も
花
の
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
秋
の
育
苗
講
習
に
つ
い
て 

花
い
っ
ぱ
い
推
進
活
動
に
参
加
し
て
い
る
自
治
会
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
秋
の
花
を
育
て
る
た
め
の
育
苗
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

と 
 

き 
10
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時 

と 

こ 

ろ 
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

※
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
各
自
治
会
２
名
以
上
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

       

    〇
「
私
の
ま
ち
の
花
い
っ
ぱ
い
写
真
展
」
に
つ
い
て 

「
私
の
ま
ち
の
花
い
っ
ぱ
い
写
真
展
」
の
写
真
募
集
期
間
は

10
月
30
日(

金
）
ま
で
で
、
１
人
（
１
団
体
）
１
点
で
す
。 

写
真
展
の
開
催
期
間
は
、
２
０
２
６
年
11
月
17
日
（
火
）
～

25
日
（
水
）
正
午
ま 

で
で
す
。 

展
示
場
所
は
、
メ 

ガ
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ 

ア
ル
東
松
山
店
店
内 

１
階
で
す
。（
小
松
原 

町
11
‐
２
） 

詳
細
は
、
各
自
治 

会
掲
示
板
等
で
ご
確 

認
く
だ
さ
い
。 

 「
第
48
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
に
つ
い
て 

 

参
加
の
事
前
登
録
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
当 

日
の
参
加
登
録
が
可
能
で
す
。
（
当
日
受
付
窓
口
へ
） 

〇
開

催

期

間 
 

 

11
月
１
日(

日
） 

２
日(

月
） 

３
日(

火
・
祝) 

〇
当
日
参
加
費 

１
日
に
つ
き 

大 

人 

１
、
５
０
０
円 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

高
校
生
以
下 

５
０
０
円 

〇
参
加
グ
ッ
ズ 

ゼ
ッ
ケ
ン
、
大
会
１
日
分
の
コ
ー
ス
地
図 

 

※
バ
ッ
ジ
、
記
念
品
、
大
会
誌
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

た
よ
り 

令
和
八
年
十
月
一
日
発
行 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

第
三
八
三
号
☎
二
五
―
二
二
二
〇 

▼
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
業
務
（
申
請
・
交
付
）
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
）
の
交
付
申
請 

・
戸
籍
謄
本
抄
本
等
の
交
付
申
請 

・
粗
大
ご
み
の
申
請
等 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 

春の育苗講習会 

春の育苗講習会 

回 覧 



彩 北 た よ り 

 
子
ど
も
食
堂
「え
ん
が
わ
」の
開
催
に
つ
い
て 

 
子
育
て
中
の
パ
パ
・
マ
マ
、
小
・
中
学
生
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
、
お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
シ
ニ
ア
の

方
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
飯
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

と 
 

き 
毎
月
第
４
火
曜
日 

 

場 
 

所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
１
階
工
芸
室 

 

時 
 

間 

午
後
４
時
30
分
～
午
後
６
時 

費 
 

用 

小
学
生
以
下
無
料
、
中
学
生
以
上
３
０
０
円

対 

象 

者  

ど
な
た
で
も(
ど
の
地
域
の
方
で
も
参
加
可)

 

ご
予
約
＆
お
問
合
せ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー 

末
広
か
お
り 

０
８
０-

４
９
３
６-

０
２
０
６ 

         

平
野
地
区
第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

「
第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

と 
 

き 

11
月
26
日
（
木
）
雨
天
決
行 

 

場 
 

所 

川
越
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

費 
 

用 

１
３
、
１
０
０
円(

昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
込) 

参 

加 

費 

１
、
０
０
０
円 

募
集
人
員 

50
名 

対 
 

象 

平
野
地
区
内
に
在
住
・
在
勤
の
方 

締 

切 

日 

10
月
末
日 

競
技
方
法 

後
日
参
加
者
に
資
料
を
配
布 

連 

絡 

先 

事
務
局
：
有
岡
39-

３
０
１
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 

０
８
０-

３
６
９
１-

４
７
４
６ 

「
秋
葉
道
と
殿
様
街
道
を
歩
く
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

松
山
宿
か
ら
大
谷
須
ヶ
谷
の
西
丘
陵
上
に
あ
る
秋
葉
神
社

へ
の
勝
路
が
い
わ
ゆ
る
秋
葉
道
で
、
熊
谷
街
道
か
ら
簗
瀬
橋

の
北
で
わ
か
れ
、
市
民
病
院
の
西
方
を
登
っ
て
万
五
郎
稲
荷

の
西
を
通
り
、
前
川
橋
を
渡
っ
て
河
童
地
蔵
か
ら
現
Ｃ
Ｏ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
の
東
に
出
、
大
谷
っ
原
の
月

待
・
巳
待
供
養
の
石
仏
の
前
を
抜
け
て
岩
鼻
を
下
り
秋
葉
神

社
に
達
す
る
幅
九
尺
（
約
二
、
七
メ
ー
ト
ル
）
の
道
路
の
こ

と
で
、
明
治
五
年
の
道
標
が
今
も
要
所
の
五
か
所
に
残
っ
て

い
る
。
こ
の
道
は
か
つ
て
、
大
谷
地
区
の
人
々
に
と
っ
て
松

山
宿
へ
の
主
要
道
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

秋
葉
神
社
の
西
隣
に
陣
屋
を
持
つ
旗
本
森
川
氏
は
代
々
大

谷
村
の
地
頭
で
、
江
戸
屋
敷
と
の
間
を
し
ば
し
ば
往
来
し
た

と
思
わ
れ
、
そ
の
道
を
人
々
は
い
つ
し
か
「
殿
様
街
道
」
と

呼
ん
だ
。
伊
勢
塚
地
域
の
古
老
は
、
近
年
ま
で
秋
葉
道
の
こ

と
を
「
ト
ノ
サ
マ
カ
イ
ド
ウ
」
と
呼
ん
で
お
り
、
東
平
の
人

々
は
「
殿
様
街
道
は
第
二
小
学
校
の
北
に
も
あ
っ
た
」
と
伝 

え
て
い
る
。
前
者
は 

松
山
宿
・
川
越
宿
を 

経
て
、
後
者
は
国
指 

定
の
「
大
谷
瓦
窯
跡
」 

下
を
通
っ
て
行
田
街 

道
に
出
、
小
八
ッ
林 

河
岸
か
ら
は
船
で
荒 

川
を
上
下
し
て
、
江
戸
と
を
往
復
す
る
街
道
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 

  

※
参
考
文
献
（
引
用
） 

 
 

 

清
水 

清
（
一
九
九
六
）
『
ふ
る
さ
と
探
訪
』 

 
 

 
 

東
松
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部 

 
 

 
 

北
地
区
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
当
時
） 

 

※
注
意 

傍
線
部
分
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。 

似
て
い
る
漢
字
く
ら
べ
⑥
祈
（
い
の
る
）
と
折
（
お
る
） 

「
祈
る
」
と
「
折
る
」
。
読
み
方
も
意
味
も
違
い
ま
す
が
、
漢

字
の
右
側
が
よ
く
似
て
い
ま
す
。
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
左

側
の
部
分
で
す
。
「
祈
」
は
「
示
（
し
め
す
へ
ん
）
」
で
、
神

様
や
祭
壇
な
ど
、
神
事
に
関
係
す
る
意
味
を
持
つ
部
首
で
す
。

「
祈
願
」
「
祈
念
」「
祈
祷
」
な
ど
、
神
仏
に
願
い
を
込
め
る

言
葉
に
使
わ
れ
ま
す
。 

一
方
、「
折
」
は
「
手
」
の
動
作
に
関
係
す
る
字
で
、
物
を

曲
げ
た
り
、
二
つ
に
し
た
り
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
折
り

紙
」「
骨
折
」「
右
折
」「
折
半
」
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
言

葉
に
も
多
く
登
場
し
ま
す
。 

同
じ
「
お
る
」
と
い
う
音
を
持
つ
「
祈
る
」
と
「
折
る
」

で
す
が
、
「
祈
る
」
は
願
い
を
込
め
る
こ
と
、
「
折
る
」
は
物

を
曲
げ
た
り
、
区
切
っ
た
り
す
る
こ
と
。
意
味
は
ま
っ
た
く

異
な
り
ま
す
。 

漢
字
は
部
首
に
注
目
す
る
と
意
味
を
想
像
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
形
の
似
た
漢
字
も
部
首
に
注
目
す
る
と
意
味
を

想
像
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

形
の
似
た
漢
字
も
、
部
首
の
違
い
に
目
を
向
け
る
と
、
よ

り
楽
し
く
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 


